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制
世

n
A耳
目
白
一
律
お
、
役
目
は
つ
ぎ
の
と
お
り
一す
.

一
て
〈
わ
せ
る
ζ

と
{
お
も
に
盟

申
宰
さ
ん
内
生
成

υに
柚
断
竺

な
と
乙
る
に
同
盟
し
て
ゐ
る
か
一
付
と
君

主
同
一可
L
す
る
が，品
目
ぎ
を
り
ま
じ
た
・
《
削
除
山町
)

申

書

uzT気
力
舟
ぐ
ら
い
の
師
一
師
な
ど
)

{民叫
盟
}
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が
で
ま
す

火
事
は
防
げ
ま
す

水
や
砂
な
ど
の
用
意
も

縫い
か・川，
m

同
火
災
会
出
し
た
ら
.
す
ぐ
柿
酎

本
市
や
喧
Rwmに
也
錯
す
る
ζ

と

を
L
Oれ
な
い
よ
う
に
a

{市
的
肋
木
田
・
六
割
脅
誤
判
}

I~ ~ 
n ~ 
I"~ 0 
h記

品11
{;-
プp。ι

。設

~ "J.'L 

叩
利
三
」
e
玉
4
4
匹
庁

回
一
般
個
人
作
宅
池
田
間
金
氏
竹
田
附
込
企
付
H
受
付
期
同

四
月
七
回
世
り
四
月
二
十
阻
ま
で

一本
堂
川
橋
、
鈴
田
橋

の
宝
通
止
め
を
延
期

市内に)琢コ レラ発生

豚令などをli'fi契I(

(予
防
法
)

A

保
険
耐
生
四
}

曹
施
場
所
と
日
割

実

施

央

臨

飼

】

回

=一冊
分
R

4

月
間
図

的
回
同
盟
問

-
4
月
四
回

市
館
前

一
4
月
8
日

中
央
《
民
間

一
4
月
日
悶

油
田
明
鮮
や
間

一
4
月
日
丹

市
タ
山
肘

4
月
自
己

竹
閉
山
間
断

4舟
旧

u
-
s
n4
H

町
刷
出
間
鴨
師

4
月
間
同

一
円
川
6
M

間
据
出
剤
師

4
対
日
H

-
eヲ
R
2日

松
原
問
問
所

一
4
月
日
臼

5
月
2
u

盟大
村
小
僧
@
一
4
月
8
日

』
4
州
国

u

時
聞
は
午
後
一
時
か
ら
主
時
ま
で

一
5
月
目

a

『

5
月
四
回

場

'" 

";1月
闘l臼

第

3
回

5
川

2
H

5
吋
剖
凶

5
月

MH
5
司
引
M

R
川
町
H

4
月四
H

5
Hnz
u
 

S
丹
田
M

5
R回
目

5
月
4
U

5
月
計
四

S
川
田
口

5
月
訂
口

5n剖
白

5
月
6
目

十
八
副
行
犬
村
弘
司
山

昨
し
い
と
と
砿
十
八
組
行
の
閉
口
に
間
合
ぜ
て
く
だ
さ
い
(
問
問
開
V

前
公山肌
四
割
へ

戸
山
似
目
以
刷
局

m
v

図

宮
室
町
師
訟
を

書

付

・
鈴
田
中
へ

主
同
町
内
職
て
冒

農
産
化
工
て
募
集



白川蝿撲の以ぶ制
一酬を
krた
い
一で
‘必山
凶け広

W

嗣地区同町代
一副ん蝿
t
慢とりコ叫科附
制神
-用開冊
盟問
脚
柑陪帥は、昨悼
一有力障
計
画
的間
三年口に当り
一国
的抽出
場闘し
てい冶
と
とろ

-r叫い市
4
9.

かん
がい件
水市
ly
Hかむ利所
一m
R凶によ
って拠叫に闘して
一眠か
らへ
十
万円同閉し
て主山
一ます伺で、
主
として陣
ト岡鉱
一でがりまヲ
。

言に
削
混同
ド日お
叫
-
Z
塁
打
払
し
て
古
手
一日
岡
山
界
活
に開
削
し
主
万
円
高
上
附
沼
田
剛
而
や
昭
一助
町ス
タンド四
一邸主
主
ュ
一葉
信
実
閥
会
は
あ
く
い
た

括
協
M
E
一行
品
主
一
炉
、
Z
4
H
添
削
告
ヱ
押
田祭
器
力
中
で
あ
り
手
一同
協
議
事
制
考
量
し
た
-
一コ
1
よ
携
し
ま
し
て
、
広
〈
アレ烹して闇
町
民
主
管

し
た
が
、
新
た
に
古
川
ご
豆
さ
てお
り
‘
T
q〈り
巡
一塁
、
民
間
州
在
?
っぷん
一また提出向刊とし
T
m湖沼
一前印
刷刷
F
Cスポ
i
シの
広
重
い
と
叫
つC
背
ま
す
-

TR
)
大
同
災
古
川
川
也一
勧佐川加
し
h
誌
ので
t
ざ
い
一に伸明し
、さ
ら
に
合
則
的
語
一円
か
ぶ一車
、
率
四
七
五
雨
空
計
り
た
い
忘
っており
一

市抽留
一塁

盗
塁
乎
九一真
士
-君
主
E
m
は
む
E
て
市
議
、
岡
市
閉
し
て
い
る訟
で
奇
書
官
刷
協
議
u
t
r
m
一手
旬

一

助
が
で
Z
ょ
う
E
耳
元
一円
Z
K
い
た
e
t
た
.

f
t

一
提
町民
間
巳
ぎ
ま
で

例
会
主
?
主
円
、
社
会
開
盟
問世
拍
手
丸
一だ
伐
採
、Eζ刑判
割、
叫
一

一

軍
3
2
2
ZU
H削一

昨
叶
究
a
E
ド水泡
肝一
R
V是
正
b
r
援
師
五
一会
権
問
枇
は、
川
間岡山町
一事
政
主
っき
t
て
は市日
一同
寝
泊
、
=一時
出
の

日岡県
SH、
-=一一
百
八十九万一平
円、
市際
世
一野
ス脱
円円相用
目立
み
で
一
量
軍
用
水
田
確
保
に
一詐
副
主
新
でb
り
そ
一
山に
つ
いて
U
H
仲
間
双
祭
附
一点
線
開
問
問
主
岡
山
間
↑削
偶主円
阻
から
の
捌
君
主
一体
長
E
a
聖
位
げてお
↑露
政
およ
日私
vm
保育

十れま
で忠
臣
一白
六円九十配当
一千
円
、
五
丹
署
-

一
四

虫剤

X
認
に
つ
い
一
話
来
日
中
市
Z
一刷
局
R

E
乏し
た
の
で‘

一党
岩
肘
君
臨
咋
じ
て
肝
剛
一っ
て肘師同吋帖
刊で
率い
寸
F
高
官
接
さ
れ
て
い
苛
に
お
い
て
、
陣
携
露
骨
蛍

3

5

他
一能
白書
万
一
平
2
E
の
一
な
お
、
室
長
E
一
出
一
E

昨

2

2
一川
市
川
一貫
百
九
一乙
5

5

2
同
州制
一り
与
し
、
謀

長

路

ヲ

i

?

L

E

一手
が
ど
目
立
崎
町
長
一け
て
・
2
5
3
の

き
伺輔闘が務
一幹
-一十
“主
千
円
、
開
亙
閉
一幅
三
十市四十八万
一千
三
量
一っ
てよ
うや
く
品
位
一H
L
L
T
E
手
目
一地そ
町
駅
伝
山
知
過
し
重
一化
を
は
か
り
た
い
占
っ
て
哲
一宅

一い
て
ゐ
設
草
川
君
事
m
一容
5
0
E
四
世
間
に
お
き

陪託、

そ
hぞ一
吉
田
両
者
じ
千
円
な
どて

一目
、
開
制
醐岨分は
一主
百
一歳
一
抽
出
回収に
つ
いて
の
一空
て
和り・大h阿川
市
一
げ
一
指
針
向
い
た
し
た
い
と一
手
-

一そ
のほか令幽
翌
日
間
括
質
一芸
者
在
、蝿
幸
町
村
に
一さで
は長閉山宜的笹川
町
し

おだされま
し一
哩
長
聞
に
な
っ
た
も
の
は
答
一八
十
万
八
千
六
月
で
あ
り
子
一点
型
闘
い
た
し
、それ

i
土
震
は
竹
底
堅
?
i
t
手

u

一
重
点
は
這
路

一保
湾
問
、
住
宅
認
四
、
広
一お
いて安幸
田
川し
て底
的一て
陸
軍抗
幼
児
認
草
木
町

た
が
白
金
品
一出
削
著
書
伴
い
土
喜
一ま
た
塁
星
空
交一工
z
t
E
?
?とん
がい
排
水
曜
ほ
か

ニ

引

所

一

一

一

g

2

2

詳
J
一
言
敏

E
与
す
る
長
一度
記
者
管
た
い
Z

大
村
E
は
罪
一
で
一千七百四十
五万九語、

一説
銭
芸
丙
・五拍
車
よ
一が
、
耳
目
標
章
り
付
品工一

圃
閉
副
EU
則
自
周
到

副

書

圏

一
整
備
な
ど

一た
し
て
お
り
手
-

一

霊
祭ぷ立
されま
し
た
の
で
一骨
ま
す・

間
山
車
H
Z
一
霊
祭
世
のニ
子
=王
一万四

τている
の
で
号
事
-

一切にとど
ま
っ
た
の
E
u
-

-事

当
園
町
町
岨
閣
制
掴
町
臨
櫨

一
手
二
塁
世
間
につ
いて
7

1
A
の
負

一昭
和主
主
喜
仁
士
一
克
千
一
言
止
控
室
長
事
ι

当
2
2
一
千
円

2
3

す.

一乙
の
志
向
g
に
つい
E
一て、

本
吉
弘
主

E
E
E調
理
船
底
町
四
櫨

一日、

一
手
県
寝
耳

目

一

一

円

高

k
し
て
い
る
芸
で
あ
り
-
z
;
態
管

制
し
ま
た
随

一

一

書
令
官

謀
長
身
一

z

i
rn
eR

-

圃

F
d園
陸
圃

園

田

臨

一

2

2

日

約
九
一
担
圭
減

ら
す

3
・

i

r

d

川
;

山間約
丙
ド
一mm
内部一昨昨日
明
暗
閥
溜
一一坊
主
出
版
説
明
治
官
刊
誌

の
と
背
信
一
世
刷
工
別
し
て
主
E
-
E
っ
て
い意
向
で
3
2
2
3
7
2
一

一師
日

和

嗣
醐
曹
品
遺

品

5
1
け
、

tと白
川M
g
，
、
民
ベ
小
言
お
い
℃
え
己
て
p
f
o
J
a
し
た
一
川
M
Z
問時についてはり

岨
也市内出
μ
一Hn
n
s
一
同
E
h
--

に
な
さ
出
け
を
す
の
で
川
方

刷
沼

町
ー
山
悶
園
聞
吻

;
J
t
u
、
4
.
品
は
か
一
首
杓
-
時
、
中
世
に
お
い
ず
判

い事

ま

り

ま

，

i

m
al

t

i
訓

告
で
あ
り
J
Y
-
丙
・円

2
w
的問
叫
が
阿
謀
総
時
照
準
、地
ね
訴
事
2
2
1

圏
圃
圃
菅
ψ
1幽
阻
園
酔
齢

t
M所
a円円四十万円守ヒ
い
た
し
一
-
葉
市
制
い
に
じ
て
け
拠
出
制
写
生
事
務

川
町
仙
川
ハ
問
恥
ト
ハ
パ

町町、
f
喜
一
一
億
八
F
E
U匂
十
万
円
高
μ

方交付
努
ど
は
慰
霊
り
m
E
R
s
t
n
，
s

臨
盟
国甲
骨畑
町
園
田
司
明
白
祖
国
‘，
E
た
.
こ
の
さ
叫
点
投
手
・
ζ
れ
はr
I
n
f
引

阻
前
t
L
・一一一月公川
崎が
そ
一
百
八

閉
と
は
っ
て
い
幸
町
ζ
れ
1
4
0
型
引
α円
引

酎
制
醐
明
世
間
調
廟
酪
歯
肉

I
J
d
C
3
5
・
た
お
に
伸
一
げ
で
も
広
い
た

に
備
える

い
M
刊
の
叩
川
刊
は
け

す
るため
.E
C
M
川
で
ニ
・h
a
4
z
z
z
z
z
て
f
t
i
Z
心
ぺ
附
H
か
H

臨
臨
圃
緬
園
間
際
歯
車

E

J
Z
J
E
一
t
円
5
5
で
し
た
い
と
m
Z
E
t
-
-
e
o
i
l
-
-
;
1
1
J
H

a
に
師
t
吉
川
際
的
預
品
幸
町
品
慨が
tZ
百
K
主
も
の
で
あ
り
EZ
叫
叫
同
で
A
2
4
叩
で
一

醐
同
欄
揃
唱

d
咽
潤
伊
恥
仙
川
町
品
世
点
川
石
川
均
一
つ
ぎ
に
児
J
w
h
刊
誌
主
税
制
川
前
九
川
い
れ
一
ハ

J
リ
リ
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投
資
的
経
費
に
一
億
闘

It再
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健
全
財
政
ぞ
堅
持

• 

会而
へつづく
】



句

R
H援
は
他
開
業
円
前
叫
に
く
ら
一丸一ん
区
画
相
如
開
業
主伊
担
酌い
た
一ど
伊
予
る
も
の
で
あ
り
芳
す
・

の安
出
会
出
所
4
0

お
よ
?
っ
酬
成
桂
一あ
ζ
い

ummm附
判
部
に
吋
し
一
哨
抑
制
の
禍
秒
、新
唱

の

山

間

な

モ

タ

l
ホ
1
ト
京
語
で

一開
問
削
も
む
ら
つ
了
山
川
、
品
ず

ぺ
そ
の
上
界
本
H
M
九抽
め
て
低
い
の
し
ま
し
て
毘
浜
町
肺
械
化
を
助
昌
一H
府
間
慌
で
、
市
有
林
伺
行
叫
向
い
し
て
い
キ
一た
い
と
作
h
支可。

一て
ふ
肝
押
粁
同
格
い
た
し
た
い
と
一ど
の
た
め
、
-件

吋

り

の

点

約

も

円

、
本
市
川
口
川
白
川
崎
U
世
間
を
一し
も
工
作
川
円
以
〈
な
い
の
で
あ
り

で
あ
り
ま
す
.

?し
‘餅
土
師
繁
明
援
の
明
大
を
は
一珂
は
料
開
計
噌
L
揖
づ
き
突
出
と
町
刺
市
師
同
は
、
昨
明
し
す
い
た
-R
え
て
か
り
ま
す
.

一連
h
H
m
M‘し
た
が
「
て
市
川
所

一上
水
坦
窃
望
に
勺
い
T
H
A
S
附
記
し
て

F

けの
t
1
H
閉
一一
ま
司
が
川
町
十
周
h
H
よ
的
宿
り
上

と
く
に
わ
が
大
謀
長
い
て
は
-か
つて
土
踊
条
例
の

需
を
豆
た
い
と
呪
え
て
お
り
手
.

一新
日
刊
誌
が
川
正
問
定
い
た
じ
一芸

、
年
か
ユ
ハ
ロ
妥
宇
一明
日
早
々
刑
事
号
制

巴

一鮮

明

H
的
と
ん
で
京
聞
い
円
ハ
l
h
何
事
口
l
い
た
し
ま
す
が
で
き
あ
ふ
う
に
告
白
男

監
間
生
保
に
つ
き
ず
し
て
は
一時
首
脳
禁
容
制
で

雲
う
え
記
事
え
で
雪
ま
す
.

↑と
く
に
本
置
は
ニ
円
高
同
盟
一ま
じ
た
の
で
市
内
一同

草

案

一叩
伝
言
内
定
耐
窃
門
的
一育

専

問

時

語

表

彰

一限
付
早
議

中

で

あ

り

ま

が

し

た

.

一

暑

い

手

主

で
あ
り
手
-

T
E
E
a在
由

主

一多
成
長
閣
で
き
あ
時
同
物
語
吾
首
円
増
聞
に
つ
章
点
し
一帥
融
資
重
け
、
山
岳
干
ヘク
一に
は
門
知
控
室
主
で
あ
一

3
4
2
2師

、
三

刑
判
い
ま
い
た
し
詰
の

一記

長

1
t
区
民
約
一
回

J
T忠
臣
当
初
主
に
一
そ
し
て

J
E程
度
の
岡

間
心
部
事
、
接
続

に
よ
っ
て
い
な
い
誌
で
あ
り
、
ζ

の
一て
は
町
営
り
の
刑
事
は
か
り
一

f
ベ

下

型

円

五
十
ヘ
ク
り
手
。

一村
型
崎
容
認
支
部

2
一向

ま

か
る
と
を
よ
り

ポ

一九
百
戸が
存

立

れ

よ

りま一

一
日

喜

一百八

1
3
1利

用
携
た
め
の
阿
刊
に
先
て
る

2
5
2山

町
駅
開
言
開
い
た
し
ま
切
な
在

、
一義

コ

ス

ト
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